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が2),日 本で もようや く1995年 よ り用いる予定の第
五次改定 日本人の栄養所要量4)で,1日20～25g
(10g/1,000 kcal)の 摂取が望 ましいことが示 され
た。食物繊維摂取量の算定は従来の四訂 日本食品標
準成分表5)で は,粗 繊維のみの記載 で十分な機能は
期待できなか ったが,1992年 四訂 日本食品標準成分
表のフォローア ップに関す る調査報告】Vによ り,食
物繊維の供給源 として重要 な食品227食 を収載 した
「日本食 品食物繊 維成分表」6)が発表 された。 日本
人の食物繊維摂取量の算定には,こ の成分表が現在




 陰膳方式に よる食物収集を行 った都市(東 京深川,
城東,京 都東山)71名,農 村(宮 城秋保,新 潟 白根,








 調査対象各個人の1日(24時 間)に 摂取 した食物
の同量(陰 膳)を 収集 した7・8)。調査対象者 にあ ら
か じめ献立調査用紙を配布 し,献 立お よび調理材料
名を記入 してもらい,陰 膳持参時に記入不備や食品





 四訂 日本食品標準成分表5)に もとついた コンピ
ュータプログラムを作成 し,食 品番号 と重量から各
栄養素の摂取量を算 出した。
3)食 物繊維量の計算
 日本食品食物繊維成分表6)に もとついた コンピ
ュータプログラムを作成 し,献 立表か ら水溶性食物




に読みかえて算定 し,こ れを 「献立訂正後」とした。
この際,4群 菓子類 と18群 調理加工食品類の0部 は
原材料の成分比か ら繊維量を算定 したが,4群,18
群の値を除外 した場合を「献立訂正後(除4,18群)」,
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都市農村聞に有意差あり(**， ++ p<O.Ol) 
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都市農村聞に有意差あり(**pく0.01， * p <0.05) 





































(p<0.05)，不溶性 (p<O.01)，総量 (p<O.Ol) と
もに農村で高値であった。
食物繊維 1日摂取量を献立訂正後(含4，18群)
で比較した。都市で 16.6:t5. 7 g/日(平均値±標
準偏差:以下同様)，農村で 20.5土7.9g/日であり，
両者の合計では 18.4:!:7. 1 g/日であった。
エネルギー 1日摂取量に対する繊維摂取量は都市
1765 kcalに対して 16.6g，農村 1921kcalに対して
20.5 g，都市農村合計 1835kcalに対して 18.4gで
あった。
食物繊維 1日摂取量の度数分布を図 lに示した
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都市農村聞に有意差あり(**p <0.01， * p <0.05) 
3， 4， 5， 8， 9，10，1，18群繊維および15群の水溶性，
13.7:t4.8 3.3:t1.4 20. 5:t7. 9 15. 0:t5. 7 
不溶性繊維は成分表に未収載




地域 人数 Y=b+aX r p Y=b+aX r p 
都市 71 Y=9015+3.250X 0.278 * I Y=7482+5.181X 0.306 
農村 58 Y=3500+7.223X 0.385 料 I Y=5381 +7. 883X 0.345 



























































36. 3:t 10.0%が41.9:t9. 5% (除4，18群)と 42.6
土9.4%(含4，18群)に増加し，農村では訂正前


















除く)それぞれ 0.5g，2.4g， 3.5gの増加， 4， 18群
を加えての成績は 0.6g，3.1g， 4.3gの増加で献
立訂正(含4，18群)により水溶性 3.0土1.2g， 
不溶性 12.6:t3. 6 g，総量 16.6:t5.7gとなった。
農村でも 3区分の増加は4，18群を除く場合 0.4g， 
2.0g， 3.6g， 4，18群を加えての成績は 0.6g，2.5 
g， 4.2 gの増加で献立訂正(含 4，18群)により
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